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末
抹

3月 日 火
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暮
ら
し
再
建
伝
え
続
け
る
報
道
部
長

今
野

俊
宏
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安
波
山
に
立
ち
、
３
年
の
来
し
方

に
思
い
を
は
せ
た
。

湾
を
一
望
で
き
る
気
仙
沼
市
の
シ

ン
ボ
ル
に
数
カ
月
ぶ
り
に
行
っ
た
。

南
気
仙
沼
駅
周
辺
を
は
じ
め
至
る

所
で
か
さ
上
げ
工
事
が
始
ま
っ
て

い
る
。
土
盛
り
さ
れ
た
街
は
土
色

に
染
ま
り
、
色
彩
を
失
っ
て
い
る
。

住
宅
や
事
務
所
、
水
産
会
社
が
密

集
し
て
い
た
面
影
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。こ

れ
が
３
年
の
現
実
な
の
か
。
復

興
の
息
吹
な
の
か
。
震
災
直
後
に
訪

れ
た
際
に
目
に
し
た
惨
状
を
思
え

ば
、
よ
く
こ
こ
ま
で
と
も
思
う
。
街

は
着
実
に
変
化
し
て
い
る
。
で
も
気

仙
沼
の
人
々
に
と
っ
て
は
「
３
年
も

た
つ
の
に
」
と
い
う
の
が
本
音
だ
ろ

う
。岩

手
、
宮
城
両
県
の
沿
岸
被
災
地

は
自
力
で
再
建
で
き
た
人
、
あ
す
の

展
望
が
見
え
な
い
人
の
格
差
が
際
立

っ
て
き
た
。
福
島
は
再
生
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
も
立
て
な
い
。
３
年
の

歳
月
は
わ
ず
か
な
希
望
を
絶
望
に
変

え
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
。

◉

◉

大
震
災
の
１
年
前
ま
で
気
仙
沼
総

局
長
と
し
て
３
年
間
暮
ら
し
た
。
港

町
の
厚
い
人
情
に
浸
っ
た
。

当
時
世
話
に
な
っ
た
す
し
店
を
訪

ね
た
。
昨
年
解
体
さ
れ
た
第

共
徳

丸
の
近
く
に
店
が
あ
っ
た
。
残
っ
た

の
は
皿
１
枚
の
み
。
昨
年
春
、
別
の

場
所
で
店
を
再
開
し
た
。

「
全
国
の
皆
さ
ん
に
応
援
し
て
も

ら
い
ま
し
た
」
。
こ
の
春
、
高
校
生

の
孫
娘
が
卒
業
。
東
京
に
行
く
。
「
寂

し
く
な
り
ま
す
」
。

代
後
半
の
親

方
が
笑
う
。
そ
れ
も
３
年
の
積
み
重

ね
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
日
常
が
幾

分
で
も
戻
っ
た
証
し
で
あ
る
。

「
被
災
地
」
「
被
災
者
」
と
い
う

一
つ
の
く
く
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
。
一
人
一
人
の
無
念
や
悲
し
み
、

そ
し
て
災
後
の
苦
し
さ
が
あ
る
。

◉

◉

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
通
貨

で
、
大
損
し
た
人
が
い
る
と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ス
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ

が
何
だ
と
い
う
の
か
。
あ
の
と
き
日

本
中
が
「
東
北
の
た
め
に
何
か
し
た

い
」
「
こ
の
ま
ま
の
生
活
で
い
い
の

か
」
と
心
か
ら
思
っ
た
。
た
っ
た
３

年
で
そ
れ
を
忘
れ
去
っ
た
か
の
よ
う

な
風
潮
が
は
び
こ
る
。

昭
和

年
代
後
半
か
ら
の
６
年
間

も
父
親
の
転
勤
に
伴
っ
て
気
仙
沼
で

過
ご
し
た
。
再
生
の
道
の
り
は
険
し

い
が
、
大
好
き
な
気
仙
沼
が
こ
の
ま

ま
終
わ
る
は
ず
が
な
い
。

被
災
地
は
ど
こ
も
、
暮
ら
し
の
再

建
に
希
望
を
抱
き
き
れ
な
い
。
被
災

地
の
日
常
に
節
目
な
ど
な
い
。
書
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
伝
え
る

べ
き
こ
と
は
む
し
ろ
増
え
て
い
る
。

安
波
山
か
ら
見
た
景
色
が
あ
ら
た
め

て
そ
う
教
え
て
く
れ
た
。

（
２
０
１
４
・
３
・

）

ツ
バ
キ
は
津
波
に
負
け
な
い
な
ん
て
、
あ
の
日

は
誰
も
気
付
か
な
か
っ
た
。
震
災
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
、
変
わ
り
果
て
た
家
の
近
く
を
歩
い
た

お
ば
あ
さ
ん
が
、
茶
色
く
枯
れ
た
ス
ギ
の
間
に

つ
や
つ
や
と
し
た
緑
樹
を
見
つ
け
た
。
宮
城
県

南
三
陸
町
の
山
裾
。
離
れ
た
所
に
あ
る
登
米
市

の
仮
設
住
宅
に
戻
り
、
目
に
し
た
こ
と
を
話
す
▼
三
陸

地
方
で
は
、
つ
ば
き
油
を
料
理
に
使
い
、
女
の
子
は
周

り
で
遊
ん
だ
。
山
道
に
植
え
、
避
難
の
目
印
に
し
た
ら
と

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
行
政
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
潮
堤

と
か
の
話
ば
か
り
。
暮
ら
す
人
の
体
験
を
記
憶
か
ら
消
さ

な
い
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
は
▼
遠
く
長
崎
・
五
島
列
島

か
ら
、
町
内
の
活
動
母
体
「
復
興
み
な
さ
ん
会
」
に
苗
木

本
が
届
く
。
昨
年
３
月
、
小
学
生
と
一
緒
に
２
カ
所
の

斜
面
に
植
樹
し
た
。
秋
に
は
苗
を
作
っ
て
育
て
た
。
〈
ゆ

ら
ぎ
見
ゆ
百
の
椿
が
三
百
に

高
浜
虚
子
〉
▼
旗
を
振
る

上
山
八
幡
宮
の
神
職
、
工
藤
真
弓
さ
ん

は
「
サ
ク
ラ

や
ヒ
マ
ワ
リ
に
比
べ
た
ら
地
味
で
物
静
か
。
で
も
、
災
害

を
は
ね
返
す
力
強
さ
に
引
か
れ
ま
し
た
」
。
日
ご
と
に
つ

ぼ
み
を
膨
ら
ま
せ
、
あ
と
少
し
で
麗
し
い
紅
の
花
を
咲
か

せ
る
▼
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
再
生
の
息
吹
が
広
が
る
。
海
岸

の
松
原
、
お
堀
。
千
年
に
１
度
の
厄
災
を
経
験
し
、
千
年

先
も
耐
え
抜
く
鎮
守
の
森
を
み
ん
な
で
つ
く
る
。
き
ょ
う
、

震
災
か
ら
３
年
に
な
る
。
風
に
吹
か
れ
て
、
つ
ぶ
や
く
。

い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
。
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常磐道 来年ＧＷ前に全通

震災関連死 都県3048人

楽天ナイン動画メッセージ

仙台と石巻 希望の光

女川の情報交流館 日開館

亡くなった方々 この１年判明分

３ヵ国音楽会 日仙台公演

本吉 波来の地 石碑設置
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防災・減災のページ ～

写真ドキュメント

犠牲者の身元確認の今

社説 復興の作法／「忘れない」を行動で
示そう
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仙
台
地
裁

遺
族
賠
償
請
求

大川小津波 害

宮城 9537人
1280人

岩手 4673人
1142人

福島 1607人
207人

全国15884人
2633人

日現在・警察庁まとめ
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宮
城
県
南
部
（
仙
台
市
｜
山
元
町
）
で
建
設
が
進
む
総
延
長

・
８
㌔
、
海
抜
７
・
２
㍍
の
防
潮
堤
。
被
災
地
は
深
い
悲
し
み
を
抱
え
つ
つ
復
興
へ
歩
む
‖
岩
沼
市
上
空
か
ら
名
取
市
方
面
を
撮
影

犠牲 全国 万857人
巨
大
地
震
と
大
津
波
に
よ
る
戦
後
最
悪
の
自
然

災
害
と
、
福
島
第
１
原
発
事
故
の
放
射
能
汚
染
が

東
北
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、

日
で
発
生

か
ら
３
年
を
迎
え
る
。
警
察
庁
の

日
現
在
の
ま

と
め
で
全
国
の
犠
牲
者
は
死
者
１
万
５
８
８
４

人
、
行
方
不
明
者
２
６
３
３
人
の
計
１
万
８
５
１

７
人
に
上
る
。
大
津
波
に
の
ま
れ
た
不
明
者
の
捜

索
は
今
な
お
続
く
。
復
興
途
上
の
被
災
地
で
は
、

失
わ
れ
た
命
の
冥
福
を
祈
り
、
希
望
を
つ
な
ぐ
行

事
が
終
日
行
わ
れ
る
。

被
害
が
大
き
い
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の
死

者
は
宮
城
９
５
３
７
人
、
岩
手
４
６
７
３
人
、
福

島
１
６
０
７
人
。
不
明
者
は
宮
城
１
２
８
０
人
、

岩
手
１
１
４
２
人
、
福
島
２
０
７
人
。

避
難
生
活
に
よ
る
体
調
悪
化
や
自
殺
な
ど
で
亡

く
な
っ
た
「
震
災
関
連
死
」
は
、
３
県
の
ま
と
め

で
、
１
年
前
よ
り
４
３
８
人
増
の
２
９
９
３
人
に

上
っ
た
。

福
島
第
１
原
発
事
故
に
伴
い

万
人
超
が
避
難

す
る
福
島
県
が
最
多
の
１
６
７
１
人
で
、
宮
城
８

８
３
人
、
岩
手
４
３
９
人
。
そ
れ
ぞ
れ
１
年
前
よ

り
３
４
７
人
、

人
、

人
増
え
た
。
死
者
、
行

方
不
明
者
に
関
連
死
を
加
え
る
と
、
東
日
本
大
震

災
の
犠
牲
者
は
２
万
１
５
０
０
人
を
超
え
た
。

日
は
政
府
主
催
の
追
悼
式
が
東
京
都
千
代
田

区
の
国
立
劇
場
で
あ
る
。
岩
手
県
は
山
田
町
と
合

同
で
、
福
島
県
は
福
島
市
で
そ
れ
ぞ
れ
追
悼
式
を

行
う
。
宮
城
県
は
村
井
嘉
浩
知
事
が
東
松
島
市
主

催
の
慰
霊
祭
に
出
席
す
る
。
仙
台
市
は
青
葉
区
の

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
追
悼
式
を
行
う
。

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

東
日
本
大
震
災
で
児
童
と
教
職
員
計

人
が
死
亡
・
行
方
不
明
に
な
っ
た
石
巻
市

大
川
小
の
津
波
災
害
で
、
学
校
管
理
下
で
教
職
員
に
従
っ
た
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た

と
し
て
、
児
童

人
の

遺
族
が

日
、
石
巻
市
と
宮
城
県
に
対
し
、
国
家
賠
償
法

な
ど
に
基
づ
き
児
童
１
人
当
た
り
１
億
円
、
計

億
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え

を
仙
台
地
裁
に
起
こ
し
た
。

（

面
に
関
連
記
事
）

訴
え
に
よ
る
と
、
震
災
時

は
児
童
１
０
３
人
と
教
職
員

人
が
在
校
。
高
台
や
裏
山

に
避
難
で
き
た
の
に
、
児
童

は
校
庭
で
待
機
す
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
た
。
午
後
３
時

分
ご
ろ
に
津
波
に
の
み
込
ま

れ
、
児
童

人
が
死
亡
・
行

方
不
明
に
な
り
、
教
職
員

人
が
死
亡
し
た
と
い
う
。

遺
族
ら
は
①
教
職
員
が
震

災
直
後
に
行
政
無
線
や
広
報

車
で
津
波
情
報
を
知
っ
て
い

た
の
に
、
危
険
性
の
高
い
校

庭
に
児
童
を
約

分
間
も
待

機
さ
せ
た
②
避
難
場
所
を
定

め
た
大
川
小
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
他
校
の
丸
写
し

で
震
災
前
に
改
訂
し
な
か
っ

た
｜
な
ど
と
主
張
す
る
。

遺
族
ら
は
「
学
校
に
い
た

た
め
に
犠
牲
に
な
る
と
い
う

教
育
の
根
幹
を
否
定
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
態
を
生
ん
だ
。

児
童
と
遺
族
の
精
神
的
苦
痛

は
通
例
よ
り
も
著
し
く
大
き

い
」
と
訴
え
る
。

大
川
小
を
め
ぐ
っ
て
は
、

第
三
者
の
事
故
検
証
委
員
会

が
「
避
難
の
意
思
決
定
が
遅

れ
、
避
難
先
を
北
上
川
堤
防

付
近
に
選
ん
だ
こ
と
が
直
接

的
要
因
」
な
ど
と
す
る
最
終

報
告
書
を
ま
と
め
、
１
日
に

亀
山
紘
市
長
に
提
出
し
た
。

提
訴
を
受
け
、
亀
山
市
長

は
「
ご
遺
族
の
気
持
ち
と
し

て
提
訴
は
や
む
を
得
な
い
。

過
去
に
経
験
の
な
い
大
災
害

で
の
事
故
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
つ
つ
、
真
摯
（
し
ん
し
）

に
対
応
し
て
い
く
」
と
の
談

話
を
出
し
た
。

村
井
嘉
浩
知
事
は
「
誠
意

を
持
っ
て
対
応
し
て
き
た
つ

も
り
だ
。
今
後
も
で
き
る
だ

け
の
ケ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
た
。

共
同
研
究
者

論
文
取
り
下
げ
を

理
化
学
研
究
所
の
小
保
方

晴
子
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ

ー

ら
が
発
表
し
た
新
万

能
細
胞
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
（
ス
タ

ッ
プ
）
細
胞
」
の
論
文
の
画

像
に
不
自
然
な
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
問
題
で
、
共
同
研

究
者
の
若
山
照
彦
山
梨
大
教

授
は

日
、
同
大
で
取
材
に

応
じ
、
マ
ウ
ス
の
通
常
の
細

胞
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
が
で

き
た
と
す
る
成
果
に
つ
い
て

「
証
拠
が
な
い
」と
述
べ
た
。

（

面
に
関
連
記
事
）

若
山
氏
は
「
間
違
い
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
論
文
の
将

来
の
た
め
に
も
１
回
取
り
下

げ
て
、
厳
し
い
審
査
に
か
け

た
方
が
い
い
」
と
話
し
た
。

小
保
方
氏
ら
に
は
同
日
午

後
、
論
文
の
取
り
下
げ
を
勧

め
る
メ
ー
ル
を
送
っ
た
と
い

う
。
理
研
は
「
対
応
を
検
討

す
る
」
と
し
て
い
る
。

若
山
氏
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
コ
メ
ン
ト
を
発
表
。
小

保
方
氏
ら
か
ら
提
供
さ
れ
た

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
を
公
的
な
第

三
者
機
関
に
提
供
し
分
析
を

依
頼
す
る
考
え
を
示
し
た
。

若
山
氏
は
世
界
で
初
め
て

ク
ロ
ー
ン
マ
ウ
ス
を
生
み
出

し
た
著
名
な
研
究
者
。
小
保

方
氏
が
作
製
し
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

細
胞
を
、
別
の
マ
ウ
ス
の
胚

（
成
長
し
た
受
精
卵
）
に
注

入
し
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
細

胞
に
変
わ
る
こ
と
を
証
明
す

る
実
験
な
ど
を
担
当
し
た
。

若
山
氏
は
「
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ

細
胞
が
）
正
し
い
か
分
か
ら

な
い
。
自
分
が
携
わ
っ
た
部

分
は
正
し
い
が
、
そ
の
前
段

階
で
い
ろ
い
ろ
細
か
い
ミ
ス

が
出
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

小
保
方
氏
や
若
山
氏
ら
が

１
月

日
付
で
英
科
学
誌
ネ

イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し
た
論
文

で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
は
、

マ
ウ
ス
の
細
胞
を
弱
酸
性
液

に
浸
す
だ
け
で
、
人
工
多
能

性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）

の
よ
う
に
多
様
な
細
胞
に
分

化
す
る
能
力
を
持
つ
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
論
文
の
画
像

に
使
い
回
し
や
切
り
張
り
が

あ
る
と
国
内
外
の
専
門
家
か

ら
指
摘
さ
れ
、
理
研
と
ネ
イ

チ
ャ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、
２
月

半
ば
か
ら
調
査
を
始
め
た
。

さ
ら
に
、
論
文
通
り
に
実

験
し
て
も
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
が

で
き
な
い
と
の
報
告
が
相
次

ぎ
、
小
保
方
氏
ら
理
研
の
研

究
者
だ
け
で
今
月
５
日
に
詳

細
な
作
製
法
を
解
説
し
た
文

書
を
公
表
し
た
が
、
通
常
の

細
胞
が
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
に
変

わ
っ
た
証
拠
の
記
述
が
な
い

と
の
批
判
が
あ
っ
た
。
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